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環境放射線・温排水影響調査結果
原子力規制委員会委員と地元関係者との意見交換

原子力規制委員会の更田委員長らが薩摩川内市を訪れ，知事や薩摩川内市長，ＵＰＺ圏内
８市町の首長らと川内原子力発電所に関する諸問題について意見交換を行いました。

主な内容

学校・保育所等の避難学校・保育所等の避難原子力防災講座 原子力防災講座 3vol.

　　 鹿児島県
原子力安全・避難計画等防災専門委員会について
第13回

放射性廃棄物の管理状況・使用済燃料の保管状況
川内原子力発電所放射性廃棄物の管理状況(1・2号機合計)

使用済燃料の保管状況(令和3年1月末現在)

1号機 2号機
970体1,284体
1,356体1,868体保管容量

一部照射済
燃料含む（ 　　　　　）使用済燃料

気体廃棄物

1.7x1015ベクレル

《累積放出量》

4.4x109ベクレル
(令和2年4月~令和3年1月末現在)

《年間放出管理目標値》

液体廃棄物
《累積放出量》

ND(検出されず)
(令和2年4月~令和3年1月末現在)

《年間放出管理目標値》

7.4x1010ベクレル

固体廃棄物
《貯蔵量》

27,710本
(令和3年1月末現在)

※200リットルドラム缶相当

《貯蔵容量》
約37,000本

原子力規制委員会委員と地元関係者との意見交換

令和2年12月11日（金）
午後４時30分～６時30分

鹿児島県原子力防災センター
（オフサイトセンター）

日　時

場　所

地元関係者から，特定重大事故等対処施設（特重施設）の運用や情報公開の
ほか，防災訓練，原子力規制検査制度，地震や事故時の対応などについて意見や
質問，要望がありました。
更田委員長からは，「原子力規制委員会は設置から間もなく10年を迎えるが，
発足当初の初心を忘れずに，安全の徹底的な追求，そして常に安全性の向上を
考える組織として，今後とも規制に当たっていきたい」と発言がありました。
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